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1．組織の概要

(1)事業所及び代表者氏名

株式会社 サン
代表取締役 関口 倫生

(2)所在地
神奈川大和市代官2-6-10

(3)法人設立年月

平成11年11月17日

(4)資本金

1,000万円

(5)事業活動の内容

産業廃棄物収集運搬業（汚泥）・排水槽清掃
排水管清掃・貯水槽清掃・グリストラップ清掃
水回り付帯設備の保守・点検

(6)事業の規模2021年度(2021年10月～2022年9月)

売上高(万円) 39,010
産業廃棄物収集運搬量（汚泥） 1,011.78ｔ

従業員数(人) 33名

延床面積(㎡) 195.29㎡

(7)環境管理責任者氏名及び担当連絡先
環境管理責任者 岡嶋 智司

担当者 岩上 勇二・左右田 泰雅

連絡先 電話 046-201-0807

ＦＡＸ 046-201-0808

e-mail：souda@kk-sun.ne.jp
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2．対象範囲

(1)認証・登録対象組織

本社
神奈川県大和市代官2-6-10

(2)認証・登録対象活動
本社で行う全ての業務
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3．環境管理体制

代表取締役

関口 倫生

環境管理責任者

岡嶋 智司

EA21事務局

田中 多美江

業務部 営業部・総務部
部門責任者 部門責任者

岩上 勇二 左右田 泰雅

役職 責任及び権限

代表取締役社長

1、環境管理責任者の任命
2、経営における課題とチャンスの明確化
３、環境方針の制定
４、環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備
５、環境経営システムの定期的見直しの実施
６、社内情報の外部公開可否決定
7、実施体制を構築する実施体制において、各自の役割、

責任及び権限を定め全従業員に周知する

8、環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画の周知

環境管理責任者

１、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２、社長への環境経営システムの実施状況報告
３、推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施
５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６、環境関連文書及び記録の作成、整理

ＥＡ２１事務局

１．環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
２、環境目標、環境活動計画書原案の作成
３、環境活動の実績集計
４、環境関連法規等の取りまとめ表作成、管理、遵守評価の実施
５、環境関連の外部コミュニケーションの窓口
６、環境活動レポートの作成

部門責任者
1、環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、
継続的改善

2、環境上の緊急事態への準備及び対応

全従業員
1、環境方針の理解と、環境への取組みの重要性を自覚
2、決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動への参加
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4．許可の内容

(1)許可一覧及び取扱品目一覧

産業廃棄物収集運搬業

5．車輌等の台数

車種

2
㌧
バ
キ
ュ
ー
ム
車

2
㌧
バ
キ
ュ
ー
ム
ダ
ン
パ
ー
車

3
㌧
バ
キ
ュ
ー
ム
車

3
㌧
バ
キ
ュ
ー
ム
ダ
ン
パ
ー
車

2
㌧
高
圧
洗
浄
車

軽
高
圧
洗
浄
車

高
圧
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車

廃
棄
物
収
集
ト
ラ
ッ
ク

営
業
車

台数 3 1 1 1 4 3 1 1 5
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6．処理方式及び処理工程

排出事業者

清掃及び収集運搬

中間処分場

再生 最終処分
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7．環境方針

【基本理念】

株式会社サンは産業廃棄物を通して「きれい」に収
集、エコドライブに心がけながら「安全」に運搬を
し、中間処理施設を介し100％の「リサイクル処
理」を目指して、日々環境保全活動に取り組みます。

【行動指針】

1. 当社事業の特性を踏まえて、以下の環境活動に
重点的に取組み、継続的な改善を目指していく
事を宣言します。

①収集運搬車の燃料消費に伴う二酸化炭素排
出量の削減

②事務所内電力と水資源の削減

③選別強化により廃棄物を削減し、再資源化
に努めます。

2．環境関連法規性や当社が約束したことは遵守し
ます。

3．この環境方針は全従業員に周知します。

2020年10月1日

代表取締役 関口 倫生
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8．基準年の環境負荷と環境経営目標

※ＣＯ２排出係数は基準年0.398Ｋｇ－ＣＯ２/kWh（2021年2月以降は再エネ電力の利用によりCO2排出係数は0）。
※当社はPRTR法化学物質は扱っていない。
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9．環境経営計画の内容、環境経営計画に基づき実施した取組内容
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9．環境経営計画の内容、環境経営計画に基づき実施した取組内容
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10．環境経営計画、環境経営目標の実績、

取組結果とその評価及び次年度の取組内容

環境活動計画

取組結果とその評価（２０２１年１０月～２０２２年9月）

環境目標

0.5％削減 実績 達成区分 評価及び次年度の取組内容

１．CＯ2削減
128,711k
g-co2

123,090

kg-co2

-5,621kg-co2

・目標達成

・一人一人の意識改革によるもの

・CO2排出0の電力に切り替え

①電力使用量削減

・エアコンの温度管理
・照明やOA機器消灯の徹底

15,461

kWh

17,098

kWh

+1,637kWh
●設備投資による省エネ化

・遮光フィルム,サーキュレーター

●使用箇所の消灯徹底

・社報、SNS、動画等情報共有

●空調利用管理の徹底

②燃料(ガソリン)使用量削減

・車両の点検整備の徹底
・エコドライブの徹底

12,925Ｌ
12,534
Ｌ -362L

●エコドライブの徹底

・社報、SNS、動画等情報共有

●適正な車両の整備

・日常点検

●低公害車両の導入

③燃料(軽油)使用量削減

・車両の点検整備の徹底

・エコドライブの徹底

36,927
Ｌ

35,805

Ｌ
-1,122L

●エコドライブの徹底

・社報、SNS、動画等情報共有

●適正な車両の整備

・日常点検

●低公害車両の導入

④燃料(ガス)使用量削減
351.19

Kg

512.54

Kg

+161.35kg
●給湯の適切な使用徹底

・社報、SNS、動画等情報共有

●洗浄方法の再変更

・洗濯機給湯利用再変更後の計測

２．一般廃棄物排出量削減

・廃棄物分別の徹底
・排出量の測定

8,643

L

4,725

L

-3,918L ●分別の徹底

●電子化によるペーパレス化

●廃棄物排出量の測定

3．産業廃棄物排出量削減

・廃棄物分別の徹底
・排出量の測定

915

kg

300

kg

-615kg ●法規制対策への取組み

・契約書整備、啓蒙発信

●廃棄物排出量の測定

4．水使用量削減

・節水意識の喚起

・節水表示板の設置

578.10

L

500.00

L

-78.1L ●節水意識の喚起

・社報、SNS、動画等情報共有

●洗浄方法の検討

5．作業車（ガソリン）の燃費

向上

・燃費計測

10.25

Km/L

8.69

Km/L

-1.56Km/L
●燃料及び走行距離の計測。

●計測方法の修正

●今後燃費向上に向けて取組む。

・燃費、対2021年度0.2％向上。

6．作業車（軽油）の燃費向上

・燃費計測
5.8

Km/L

5.61

Km/L

-0.19Km/L
●燃料及び走行距離の計測。

●計測方法の修正

●今後燃費向上に向けて取組む。

・燃費、対2021年度0.2％向上。
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11．電力使用量・燃料使用量による二酸化炭排出量
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電力のグラフ
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LPガスのグラフ

12．軽油のグラフ
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13．ガソリンのグラフ

水のグラフ



14．環境関連法規等の遵守状況の確認及び

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 確認日

廃棄物処理法
（適正処理）

一般廃棄物及び産業廃棄物の適正処理
産業廃棄物管理票（マニュフェスト）の交付及び５年間の保管
管理表交付状況報告書を毎年６月に知事に報告

○ 10月1日

廃棄物処理法
(収集運搬)

運搬を終了したときに交付された管理票に、氏名又は名称運搬担当者
名・運搬終了年月日を記載し、運搬を終了した日から10日以内に、管
理票交付者に管理票の写しを交付する。
処分を委託された者があるときは、処分を委託された者に管理票を回
付する。B1票及び処分を委託された者から送付されたC2票を5年間保存
する。

○ 2月24日

電子マニフェスト

電子情報処理組織を使用し、情報処理センターを経由して当該産業廃
棄物の運搬又は処分が終了した旨を報告することを求め、かつ、環境
省令で定めるところにより、当該委託に係る産業廃棄物を引き渡した
後環境省令で定める期間内に、電子情報処理組織を使用して、当該委
託に係る産業廃棄物の種類及び数量、運搬又は処分を受託した者の氏
名又は名称その他環境省令で定める事項を情報処理センターに登録し
なければならない。

○ 2月24日

自動車NOX・PM法
使用車両の窒素酸化物排出基準、粒子状物質は排出基準に適合車の使
用

○ 10月1日

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理 － 10月1日

小型家電リサイクル法 使用済み小型電子機器の適正処理 － 10月1日

自動車リサイクル法 使用済み自動車をリサイクル法に基づき適正処理 － 10月1日

毒物及び劇物取締法

毒物又は劇物が盗難にあい、又は紛失を防ぐように必要な措置を講じ
なければならない。
また営業所の外に飛散し、漏れ、流れ出、若しくはしみ出ることを防
ぐのに必要な措置を講じなければならない。
容器、貯蔵所に白地に赤字で「医薬用外」の表示をし、「劇物」の表
示をしなければならない。事故や紛失、盗難の際は必要な措置を講じ
なければならない。

○ 2月24日

神奈川県生活環境の保全
等に関する条例

指定事業所における公害・悪臭・水質汚濁・騒音・振動の防止、規制
基準・測定記録保存、環境への負荷の低減、温室効果ガス排出の抑制、
環境の保全に係る組織体制の確立

○ 10月1日

※－取組期間中非該当
環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反及び訴訟は
ありませんでした。また、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

承認 確認者

関口 岡嶋
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15．代表者による全体の評価と見直しの結果

見直し実施年月日:2023年2月1日（火）

１、 二酸化炭素削減
ガソリン使用量の低減、軽油使用量の低減において目標を達成することがで
きた。2期連続の達成は全従業員の努力が結実したものといえる。ある程度頭
打ちのところまで来ていると考え、今後の目標は下方修正することにした。

２、 一般廃棄物排出量削減
名刺や、給与明細、請求書などを電子化するシステムを導入。他にも作業指
示書と作業日報の一元化などの取り組みにより目標を達成することができた。
これらに伴い従業員が従来の作業について軽微な変更をしてきたことは言うま
でもなく、一致団結して取り組めた証拠であると言える。

３、水使用量削減
削減できました。1人1人の意識向上による成果です。

4、電気量削減
咋期、再生エネルギーによる電力を使用開始し、CO2の排出はなくなりました
が、使用量は昨季を上回りました。気候の変動に伴って使用量が増えているが、
政府から省電力の要請がある時期であり、会社の経理上の観点や、将来的に
事務所内のガスなどをCO2排出0の電力に切り替えていくなどの施策を実行に
移すためにも今のうちに使用量の削減を遂行したい。

5、LGP使用量削減

目標達成できませんでしたが、作業効率化の観点から洗濯機の使い方を大幅
に変更したことによる。今期の数値が軸になるため来期以降の推移に注意して
いきたい。

6、燃費向上

燃費の計測の方法を変更した。経過を観察しながら対策を今後検討する。

全体：
エコへの意識の浸透が行き渡りつつあり、各種使用エネルギーの削減について
一部限界を迎えつつあると感じる。そこからが正念場であると捉え、来期は今一
度気を引き締めてエネルギー使用量削減に取り組んで参りたい。
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